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只類棲息地の環境保件に関する研究

1. 函館潜について

谷
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田
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泰

治
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造

(東北海底水産研究所〉

(無機化摩海藻化事教室〉

「東北海底7kjA研究所〉

STUDIES ON  THE ENVIRONMENTAL CONDITIONS 

OF SHFLLFISH-FIELDS. 

1. 1N THE OASE OF HAKODA'l'E HARBOUR. 

Senji T AN1T A， Kenji KA  TO anf1 '1'九izoOKUDA. 

(Faculty of Fish~ries. Hokkaido University.) 

1n Hf'.koclate ha， hou1'， there fo1'merly c1 welt usefu.l臼helUishiu almnclllllce， but aも p 1'c~日eat
they n.re near1y exte1'minateu. To clarぜythecn.use日ofsuch a change iu the OUtput of 8he11・

fish in the hlll"bour， is Olle of the mn.in objects of ou旧riuves剥も吋iga泊叫t伝ion丸凪1

w机wriやter自 m訪も仙clt句oc凶a町 ou叫も these inv叫 gationsby means of the aaalysis of 叩 lrO;附 atal
coaditiol時間pecially白atof the bottom materin.ls and t!:e wn;七e1' prop巴1'tiesin the harbour 

from 他eecological a.'1d oc倒 nogr.'¥phical日古川ldpoints.

From the p1'esenもillvestigatio!lEちもhefollowing l¥CCounts are gi.ven; 

1) 'l'he compositioll of the bottom materifl.ls of Hakour..te hn.rbour al'e almost aU mud. 

In the aren. mnging from the center to山einner日outherapn.rts of the harbo¥lr， were foun<l 

日制plescontn.ining many pieces of shells n.nd 制 hf>sof con.l， but eVeJl 自由hbottom mn.町in.lis 
over 80 % fi.ne mud. The muddiest material， with over 95 % of fiae muヨ， is f01，lnd in七he

northern and north-easte1'n parts， whil白 thesamp:e tflkeu nC'ar thc e九七raaceof the h九rbou1'
C円前九ir鳩山eleast mud. 

2) Thc orgallic ca1'bon cOlltents in the boもtommn.Lerialx a1'e fouud ia the greatest abun-

dftJlce in the inner southe1'n part.~ of the harbour， gradually decre九sir~g もow品rds the ha1'bour 
center， and ren.ches its minimum in the eaBtern psrts. The hoUom m~terials 01 the north91'n 
pa1'ts contl1in abundal比 or・伊nicsubstn.nces. This may bc [¥U cffecも of the ini10w of sm'tl! 
streams or sewerages. 

3) Next to the bottom mn.terials of the celltral ptrt， thos¥) of the southern part o:f 
the hnrbour contain more of totrtl nitrogen. 

4) 1'he effect日 ofも11einflow oI smal1 streams 01' S自we1'ge日凡1'edistinctly shown On 

the water properti臥 Sucheffect日 a1'eindicnted by di白t1'ib凶 oncurves whichぬ.Ownoxygen 

n.nd silicn.te comCl1ts ofもJ:esc九 water，and wl1ich lie nea1'ly pualIe to the shore line. 

Sa1ini色yofthe southern and . northeru pl11'ts i自 p1'esumablydilu胎dowi.ng to t1.lC incomtng fresh 
waters. 
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5) Of the phosphatι・cou.te;lts，むhemos.t nbUllc1ant portions are found in Ihe centrn.l 

pn.rts for the bo“om Wll.ter， while ill 5叩 eterlr.yer the most abUlldallt portioas are fOU:ld in t he 
80凶b'rn， pnrts and日preadtowards the north of the bnrbour. 

6) Judging from the res~tlts of七heinvcsもigatio;l自 Ollもhebottom m九七eri.nl::;aud wn.ter 

properもIt's，the field wherc the cockle日onCeused to c1刊~l seem円 tohave bt'come Ul1fit七eclfor 

this spt'cies・Thesout1:J.era parts of the hnrbmr 駅、emtO be llJlsuitn.ble fo{ the hnbitn.ti.on of 

shellfish， becau~e the~e rart~ <:O:lt九iamuch humus ill compn.rison with the northerl1 pn.rts. 

1ロ仙eAnαdαrαfield， we cn.n finJ no rem(>rk"þ~e chaages 101: WOl"ile in the eavil'o氾ne;lt:;!

conditions，もhereforeill the present st.n.:;e of OUT' inves七ign.tions，it is hn.r・dlypossihle for u日もo

c1arify the cnusc>S of the extermi:Jation of the自hemish.

結言

貝類の棲息を制約ナる要素は多種多様で、 7年坦・水深・可塩分・底質・ 1明白干涛差・潮流・そD他柴

蓑塩額たどのようた物理・化際的係何以外に、餌料・筈敵・その他D生物D種類数量などの生物康的

僚件もあり、 Lかもそれらは原臓に影響しているばかPでたく、互に相関連して非常に複雑に作用し

ている。とのようた複雑友環境線件が年月を経るにつれ、或は人工的念費化を受ける主主どのために.

そc封11域に棲息する貝類tT:種類や数量に大きな費イヒの生歩るととは想像に難くない。結って現在の環

境欣況をlIJjかに把握するとと防、過去の記録を検討するに役立つばかりでなく、将来c生産計書の一

つの基礎資料として非常に重要なととであると信やる。

著者・等は津軽洛峡及び噴火漕近海各地において、貝類生産・上における費化の有無及びその原因を探

求し、叉有用貝類の移孫増産の可能性を検討する基礎安料を縛る目的をもって、沿岸各地¢貝類の生

態調音と同時に、その棲息地C環境{削ヰを研究し、叉従来の記録・統計たどの調脊を型施している。

本報告はその一部として、環境傑件のうち底質と水質とに重引をおき、函館i誌を封象として羽脊した

結果である。

曲館港は函館閣の南東隅に位し、形が巴字にf以ているのでー名巴港と呼ばれている。函館港は従来

津軽.要寒地帯にm人されJていたため、その海洋学的あるいは生物取的な調査研究は殆と設表されてい
ない。 埼わコす歩守効カか〉吋1に℃昭和9、1叩O年Iに乙北海遭7水k耳産を試E除全土場湯i長良館支場場.で

立並立にアカ3ガMザ「イのf斥f苗試験結果宮が}が報F汽Jされてい2る5のと、昭和lS年冬に函館海洋気象蓋に'よる海注調杏
報告めがあるにすぎない。

ザ鯵職後、開港ο研究は自由となったが、未だにそ口調査はとりあげられていないコそれは水産の見
地から寸れば、問港は漁港として極めて重要な位置を占ヲちているにも拘ら歩、 i巷の内外沿岸には特に

見るぺき水房長物をどJ宅しないためであろうと想像きれる。

記践によれば、昭和10竿頃までは、港内及び港口附近には食用貝類としてアカガイ・ヒメアサ p・

クパガイ・アカザFヲガイ・カキ・ホグテガイ・カ jft 71'イ・サラカ'イ・エゾイガイ・エゾマテ・アワ

ピ・ヒメ・エゾボラ主主どが相営に棲息し、中でもアカガイ・ヒメアサリ e ウバガイ主主Eは高額も多〈、

それ専.門の漁師が居ったととが知られ，ている。しかし貝類の産額は昭和4年頃から次第に減退し、現

在では採貝は漁業としての↑賃値を失い、夏季海水浴時T女に採取されているi状態と費じている。

曲官官市誌、~，によれば、昭和 4 年駒ヶ岳爆設により、多数の輯ιが漂着‘r，t下した結果、沿岸の水産物

は激誠し、その後数年間に多少快復はしたものの、ついに宮前0*犬態IてはiT:さないと鐘ペているν
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水産試験場孟官官支場臼町田秀これによる昭和9年の調子t報告によれば、昭和2年より同9年に至る

8ヶ年間のアサリの千均年産額は18，:-;01賀:で昭和3年より同9年聞に至る7タ年のアカガイι二千均産

舗は 10，859ttとなっている。而してアサリ・アカガイは昭和4年以降著しく産額を減じたが、その

原因は、アサリにおいては濫獲によるよりもむしろ識の埋立及び凌諜工事が主困であり、アカガイは

濫践の結果‘であろうと報じている。そして同氏は更に労昭和10年にアカガイの探市試験守、'を行ってい

るが、充分・なる成果は牧め得られなかったものの如くで、現在までにそれらむ養殖晴彦に闘する事業

は行dつれていない。

上連のように以前には港内に有用貝類が相営棲息し、産額も可成りるったものが、近年はアカガイ・

アサ F・ウパガィ・アワピ・ホタテガイお:eを見るととは稀となり、僅かにアカずラガイ・カガミガイ・

カキ・サラ Iガイ・エゾイガイ等科港内に慮k に散見されJるにすぎす言、探貝業が全く一顧に他しない欣

態とえ主っている。との痩化の原因はやjであるか、叉従来多産し?と貝類を移強増産するととが可能‘でる

るかどうかたEιゅう諸問題を検討する基礎資料を得る目的を以て、著者等は先づ港内の底質と水質
の調穫を試みたのである。

本調布研究は文部省利率研究費によって行われたものであり、調査にあたって・は本車部練習舶k長

棲庭誠三教授より多大の便宜を輿えられたととを記して感謝の意を去する。

2 調査方法

昭和2生年7月5日及び6日の雨日、北海道大事水産九月二部練習舶おしよる丸塔載のチヤツヵーにより

構内1M也賠において採泥と探71<とを行ったυ W-tj杏地賄i会第 1闘に示す如く、大睦港の長料に沿い、即

ち防波堤に並行して3列に1岳地慰を混んだ，

九1M叫 .<1Ws/ &.弘山ゐ刷ムルμj，.，;:t.仏ふ仙

14免名品&o.k必仏j¥k

J ヘロ必J 
¥句

V¥〈¥f'?z

-6 

-11 

ー~ーや N

li ~他年九
14 

7 '1 

曹

3 

底質探'fx.にはエク?ン・パー

ジ式採泥器を使用し、採取した

底質ο一部は乾燥して飾分法に

より粒度組成在調ペ、一部は有

J機炭素量・全窒素量等の化串分

析に供した。

粒度組成の分析広大韓海洋気

象台の方法に準捺して行ったが

飾は日本繋局法の標準飾を用い

た。試料(原土〉を陀燥して、

その重量を枠量し、それを礁と

fi:m土に大31Jする。丘Ilち飾司の内

径 3mmの飾iL止まったもの佐礁とし、 3mm以下0ものを制IJ土とした.制11土は更に制110El (D飾5ども

って大砂・中砂・小砂・ t:1I1砂と飾分・し、 O.05n，mの飾を通過したものを泥として、礁と納!土と¢割合、
及び制土中D泥と砂を計算して、会地黒占の粒度組成の考察を行った。

有機炭素量は重クロム酸により有機物を酸化し、モール氏;塩溶液で滴定する簡t滴定法くTit;lin.法〉

により求め、そrz:;.fl直に 1.72を乗じて腐有11質量とした。叉全窒素量は常法の如く Kje:uJahl法亡よっ

て定量し、いすτれも乾物量tて換Jjtして示した。

探71<は底!音、.5m)菅、'.)1;..ぴ表唐之おいて行ったが、底!膏及び5m居の保水には日iト!式ザイフォンtl71<

時. 
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器を使用した。水質調i'iは塩分・裕行'酸素・硫化71'(素・砿酸塩・燐酸盤・水素イオン濃度なEにつき

海洋観測法にしたがって行ったが、貝類の棲息地の底質の調査に重鮪をおいたので、主としてと叫と

密接えに闘係のある底}膏及び 5m居の7](を問題とした。

I底質‘
函館構内の底質に闘する調子1.結果は第1表C通りである。表中金重量とゅうのは粒度組成分析Jコ試

.料の乾燥重量である。

Tablθー]. PrOp3ァtio.，of Bo七七om1¥'f ~terials in Hal玉odateH:ll'bour. 
1 1 1 1 1 1 1 dlTOtalWEi刷 G四 .veTiill一寸寸I np~thl~p.~吋pdlmara-!?器官 i Humus1do刻 。~.~~~O-l-ç，岬~~ïl吋ふ~ll
N 0.1D附 hlTemp'ITem判 c悶.~1 lJarlJon I 叫引 B悦tom 1 Sa叫 le1.1' me ~Ulll 
1 m I 'c I .C I % % % I Sampks g! % %  

1 1 9.0 1 17.5 1 15.7 1 8h・:¥11 2，803 4.821 I 0.427 1 26.74 35.8 1 9臥2

i I 9:1，1 1~.51 - 1 fMI 1.981 1 3.407 1 - i 21.50 0.9 98.9 

3 I 8.31 16.5 r 14.8 1 Sh.MI 1.816 1 3.124 I 0.201 I 2503 4.9 96.4 

MI 3.825 6.579 2 ~.56 日 9 1. 1
36.4 I 87，3 

19.3 I 93.4 

3.3 I 95.7 

31.10 0.3 99.1 

0.149 3964 1.9 99.3 

0.256 13.36 6.3 65.8 
Cceo回岨onatdttaMEpmiI-n mceennnωeg z g es omf aanby ds 

0.354 7.65 7.8 92.6 gorf asvheels lls. 

0.241 10.33 27.4 86.2 ont g mof ansy h pieces of she:Js. 

0.237 15.93 0.3 99.1 

0.264 9.99 05 96.7 

底質の粒度組威は第 1表及び

第 2闘の等泥線によって知られ

るように、港の南半は主として

舶舶c碇泊地となっていて、石

炭待たとが投棄される ζ とが多

いために、礁としてとれらが多

教見出合れ、 St.1， 5， 6， 12など

。醸ο割合が多くなっている。

8t.12はi佐口で、港外に投棄さ

れた石茨浮の一部が、潮流の出

人によりi先出された礁とともに

一ぐ21)

3 制査結，果

5 I 11.5 27.66 

-内唱J句、J4u
 

• nu 31.04 6 I 1'1.5 

0.695 28.32 7 I 10.0 

8 6.6 17.7 

9 7.0 18.1 

10 12.0 17.5 

Jl 13.0 17.5 

12 16.0 17.7 

13 13.0 17.7 

14 10.6 16.5 

Remar~ S 

Conta;ning many ，'ieees of shells. 
Conta'ning p;erfS 

of shells. 
Contain'ng eoal 

wastes. 
Conta;n'ng many 

eoal wa~!es 目
Contaning many 
peiees of she!ls. 

Comain'ng gravels. 



底質D相賞大きな部分を占めている。 í~J礁とともに採政された貝はいづれも死貝 'C3'" しかも大部乃は

破}iaであった。その種類はカガ Eガイ・ピノスガィ・ aソ-..ア・ヒメアサリ・すラガイ・カキ・エゾ

スノ J ・モ毛ノハ・ツノガイで、他は小岩貝2種を含ん'むいた。生物としては多モ類カ:採寂されたが、

間名は不明で・ある。

制土中の泥率についてみれば、極めて泥深く 65.8，，-，'il 9. 3，%を占め、概観的には港市より港北にかけ

て漸次増加しているが、港南c礁の多い土佐鮪 St.1，5， 6， 12 なEについても 85，%以上'l2'"港北の

仇.3， 8， 9， 13では貰に99，%前後となっている。港口の St.12は他の地貼に比し割合泥分が少いの

は、出入する潮涜により洗われるものと思われるが、最近D水路部の調査によればl1'ijt山総附近には狩

磐が露出している個所があるととが明かになワ売。

鹿賀の有機炭素量及びその分布は第1表及び招2聞に掲げた通りであるが、 N10南部に最も多く、

中央に進むにつれて漸弐減少する。有川阜顕西方 St.8附近に相賞多量の有機物を含む底質ぶ存在し

ているととは、識の東奥D St. 2， 3附近が陸摩に近く汚染の可能性も相営多いと足、オつれるにも拘らす京、

却って有機長素量が少ーいとととともに注目に憤し、水質調査の結果と比較して興味ある問題である d

叉全窒素量は投棄きれ，る汚物に由来するもの01也、泥中οパクテリヤ教に相営影響を叉けるもの'C'、

港の中央 St.6，7が著しく多く、港南の Sも.1がとれにヨえいでいるコ一般に海水の停滞し易く区つ有

機物を多く含み、還元般態が生じ易いと思われる個所に多いよう・εある。

E水質
構内白水質調査は主として底質との闘連性にゐいて行dつれたもので、そむため 5m居及び底居を主

'昆./

とし、表尾正はilllJi量と pHo

みに.r!::<¥')、探水分析した地

賠少く、海洋硯測としては

充分とはいえないが、その

結果は針(:2b.の通Pでまうる。

' 先づ堕介、水温よ P考察

すれば、第3圃及び第4闘

で見られるように港内を 3

阪に大別して考えるととが

できる。L!jJ"t.;都市汚水う

入停滞している白.1，4，5，及

h.4日制"j'，.z.，eふみム仏イムム今(%.J ぴ10一帯の割合にf!l蹴高温
一-$'....ム'J'" "t;r.7k塊と川河111培入し、
一.Botら柚
叫町 一[場汚7)，が排出されるため

一(22)ー

に稀梓ざれた港北の水塊と

これら 2つの水塊に狭まれ

中央に深く入り込んで、いる

低温高献の外洋性の71<塊と

が存(Eする Q 而して南北か

らの 2つの水塊は表居及び

5m居を割合渇く中央に張

出し、 i住口よりの外洋7Kを



T~，ble 2. Pl'op:;rti日 ofSe~ ¥Vat冶l'iJin Hal叫 lttteHarbour. 

Depth of I 
St・No.1obゐ:dlte42:Lre FH-lSalinity 

Jayer I 'C 伽

2 

1

3

5

5

6

‘

6
 

0

5

9

0

5

9

0

5

8

0

5

0

0

5

1

0

5

1

0

5

0

0

5

6

0

5

7

0

5

2

0

5

3

0

5

6

0

5

3

0

5

&

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

m 
8

6

5

2

7

5

8

4

5

4

2

a

6

1

5

8

4

7

0

8

1

7

1

2

7

4

2

1

1

6

5

1

5

5

1

9

7

 

1

7

7

1

6

6

a

7

ふ

o

h

a

z

a

z

&

&

z

z

a

z

z

&

Z

Z

8

e

F

8

8

Z

Z

&

z

z

a

Z

司

L

i

l

l

i

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

 

17.7 

17.0 

17.7 

17.8 

16.8 

16.5 

5

5

R

J

5

k

J

5

5

F

コ

5

。，-。，.。
L
9
b

。，-'ー

'i'』

q
4
g
a
-
-
g
a
q
'・
9'-q'ゐ

'
a
g
a
'
Z
9
-
q
L
S
'
'・
2
a
n
U
9
4
q
4
q
4
9
'・
9i
“，
S
1
s
g
a
'
a

。L
，

•. 
2.

，a
'
E
2
a
a
E
9
'
-
q
4
 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

目

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

。。。。。。。。
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

6

0

0

0

0

。00
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

31.94 

32・18
32.15 

32.31 

32.18 

32.24 

32.39 

32.11 

32.38 

32.17 

32.66 

31.92 

3?18 
32.69 

32.20 

32.17 

32.04 

.32.06 

32.08 

32.15 

32.15 

32.52 

32.15 

32.38 

32.08 

32.62 
3257 

32.27 

32.64 

31.99 

32.22 

3257 

。。
cc/1 

5.92 

557 

482 

5.58 
4.76 

5.71 

5.68 

6.19 

5.05 

6.17 

559 

6.30 

619 

5・51

6.40 

5.67 

6.67 

5.55 

6.54 

666 

5.96 

5.96 

6.12 

6.01 

630 

634 

6.28 

6.13 
6.09 

6.03 

587 

H2S 

'0.24 

023 
0.13 

0.31 

0.74 

0.13 

078 

020 

0.41 

0.27 

0.37 
026 

0.43 

013 

Oヲ7
0.59 

P20S 

IDY.jm3 

21.3 

: J3， 3 
13.3 

13.7 

17.3 

10.5 

223 

32.0 

20.7 

25.0 

16.3 

20.3 

iO.3 
20.3 

17.6 

20.0 

『

ー(23)ー

Si02 

mgjl 

1.75 

1.55 
1.85 

200 

2.40 

1.55 
2.45 

145 

1.70 

1.50 

1.50 

1.70 

1.35 

1.95 

1.45 

405 

円

υ
n
u

k
J
E
1
J
 

qJ
ウ

d

nツ

F

フ

'
z
q
L
 

19.3 
21.7 

17.9 

22.2 

18.5、

13.2 

23.7 

14.0 

18.5 

17.9 

16.9 

31.2 

25.6 

1.45 

1.50 

1.50 

185 

1.40 

1.45 

135 
1.35 

1.50 

1.45 

3.95 

170 

1.60 

一

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

1
 
・・守

12 

13 

14 



覆わんとしている。浩外からC水はそのた必潜入し、港央のSt.2，3iCそc影響をあらわし、モの 5111

屠には外洋性71<塊の一部と忠誠コれ，る比較的高献低湿の水が符在ずる。底)警に於ては、その水塊は幾分

西へ移動し、仇.5，6附近に中心を有する相官たきた外作性7.K塊となり、南北及び東部の低献Jkと詰

抗しているο叉有JII.守ー頭と第3防波堤との中間、艮1)ち St.8， 9附近には流入すrる川の影響がみられ、

Eつ有川阜頭の築遣のたや St.14より出入する潮流部阻まれ、ニ Lに一つの反流DXは渦流が主主じてい

，るのでは主主かろうかと想われる。との地軸は後越の1也の化康成分についても特異的分布を示し、興味

がゐる。〈第3，4園)

一(24)一

i容存酸素量は共存ずる有

機陶及びパクアリヤにより

大量く支配されるが、同港

の場合も第δ闘のように大

樫排出される都市汚水の影

響を大きく受けていると思

われ、 5111)音水及び底水は

ともに大慌海岸紘と並行的

であるが、渦流め存(fをき象

恕されJるSt.8附近には外

洋水よりもむしろ酸素量の

多い水塊が存作し、注目を

惹く。〈第5園〉

燐酸臨を 5m屠について

みれば、第6聞のよろに港

南の St.生附近が最も多く

北方に張出している。 St.

1，2，3 ID港東は割合tfti酸塩

が少いのは、塩分其地より

考えてもとの附近ls;残され

た外洋水の存住す売ためで

るろろと想像される。底!菅

7J(については港の中央部を

南北に細長く t~~酸盟{L 多い

部分が存住している p

/. (第6園〉

珪酸塩は主として陸水に

よるものであるから、第7

闘のように港内に投入する

汚水やがiJJkによ Pその分布

が支配されJると思われるが

.':lJIJ居、底!菅共に大陣捻岸献

と並行していて、都市より

J 
fρ も



。排水oJ影響を11月瞭に示している。〈第τ圃〉
その他硫化水素は海水の停滞と有機物。腐敗によるも0であるが、 St.4，5の港奥ρ底層水に多い。

4 考 察

昭和日開iこ酬海側象台で、行つ?と醐・港。槻測結果と、本調査果結とを比較すれば、底質に関

しては大差が認められ主主い。但し前者の観測に沿いては粒度初成。分・析結果うミ報告されていない。底

質οJ位質から見れば、気象台D場合はや、li'}質θ ところが多いように思われる。乙れは底質が外務且ヒ

細砂の如く判断された結果ではあるまいかと想像される。

粒度車n成及び有機質量から貝類。棲息、の拙否を考えるに、昭和9年日IJ問の割夜によって昔時アサリ
D良漁場-r:、あった港つ」じ米側、I.!Jlち本調布の St:2， 2， 7， 8， 9， 13 1i面は、官時は泥30%前後で砂
30，%'位。軟い底質であったものが、今@o調査では95，%'以kが泥で、砂D混入率が非常に少くなって

いる。以前οアサリ場にとのように泥土が多くなったのは、との方面II'L;流入する 4本の小何JI¥によっ

て泥が蓮ばれてきて、沈下堆積したものと想像されJる。それは港内に於てアサリ・赤民の多獲された

時代、あるふは町聞の調査された時は、現庄みられる第2防御よはゑく第1及び第3防波堤も営時は

現在よ Pも短かかったため、港口が今より遥かに庚く、従って外海ρ水が強く佐内に流入し、河川に

よって運び込まれて沈 Fする泥土が運び去られ、貝類棲息に遁し?と砂泥底をなしていたものと考えら

れる。それが現住では防波堤の増築及び沿岸の埋立¢進行によ p、港外の水の出入口が狭く、底水の

移動が少くな P、何)11の運びとむ泥が河口近くから沈下してm貝の殻o¥=.その他棲息保件に悪影響を興
えるに至ったものと想われる。との方面に於ける何)11の影響は泥土の有機質量及び水質に於ても認め

られる。即ち現在では粒度組成からみれば、アサ 9V棲息には越しなくなっているものと言うととが

できょう。

町田の調査によれば泥が70，%'位のととろにも稀にはアサリが棲息しているが、か、るととろでは稚 ・

貝が泥土のために鰭死するものである ξ謹ぺていZ。アサ F土2底質¢粒度組成『亡関する報告は可成り
護表され，ているが、測定方法が1瓦kであるから厳密主主比較な出来ないけれども、東京j轡に於ては牧5)

(1915) は泥が三0"，， 30，%'のととろに棲息するとい、、平身元6 (1 916) は 1~3，%'の泥量を含む砂地であ
ると報告し、竹内く1ε36) は1~7%GS泥を含むところであると殻表している。伊勢濁に於ては宮田7)(1 
918) によれば泥量が 2~40%のととろにアサリが棲息してい~と述ペている。有明海白アサ習場は、
藤森、)¥.lS29)によれば砂主容が 60""tO，%'vととるであると報じ、倉茂9)くU;36)によれば泥量 1"，，3%

の細砂地であると・述べている。以kのようにアサリ場の底質調査結果は泥と砂との割合は直k ではあ

るカ:、 Fいづれも砂が多く、泥率の少いと乙ろがアサ羽の棲息に遁しているものと考えられる。

!朝鮮に於けるアサリ場の調子E結果では泥が2"，，58，%'で、砂迎叉は喋D多lハ揚所にも棲息し、粒度組

氏~ç.-:-定ぷ限界は認められないと謹ペている。く倉茂 1941 )向同氏の培養寅験によれば、泥のみ、砂
のみ、文は嘆のみという筏端な土質中でも何等生存J亡差異のたいことが確かめられている。従ってア

サリの棲息は皐に土質i乙主つでのみ決定され，るもD ・C・はな!く、他。環境要素によって制約されるもD

であると結論している ω

従来のアサリ場底質白調査報告は、粒度組成Dみを問題としていて、有機質を検討したもcはない。

倉茂ず述べているように、アサリの棲息の粒度伊成によってのみ決定されるもCでないととは勿論で

あろうが、底質中D有機質量ィその他食向・潮流・水質などが綜合的にアサリの棲息を制約するとと

になるととは容易に考えられる。しかし粒度組成も一つD大きた環受要因として見のがし伺ないもの

一(25)一



であろう。

函館構内底貨の有機質含量についてみれば、 t廷の南牛分は:/t牛分・に比して多量の腐植質を含んで‘い

るととが分るコ加藤・石塚10) (1949)が行った陸奥濁質調査の結果!と於て、約4%以上。腐植質を含

む海底tL:はホタテガイが棲息し難い ζ とを漣べているが、もしアサりについても同様たととが諸問さ

れるとすれば港内全般に豆り有機質が多いので、遁営とは言い難〈、~;に港の中央より南は全〈貝類

の棲息lこ適したいといふととになる。従来のアサリ場良jJち港の北東部も全然不適であるとは言い得な

いにしても、オ干l営有機質量が多く、叉粒度組成の里占主り見ても好誼とゅうととは問来主主ヤであろう。

しかし港奥であり訟がら、現布未だに多少ながらカガ tガイ・アカサ・ラガイ・アサ Pなどが採れて

いる St.2，B附近の底質の腐植質が他の地鰯に比し少いοは、外洋性水塊ο彫響。存在と共!亡興味

泊まあQ)

(lIJ岡引の調査によれば水深 15，.:..，]6mのよととろで営時アカガイο棲息していたとと九の粒度組成

は泥日-95芳、砂 15~5% であるから、底質D粒度組成のみから考えれば、港口附近一帯はまだア

カガ10棲息には不適となってはいたいととにたる。有機質含量については町田はふれていたいから

不明で、あるが、アカガイの減少の原因が、果して艦獲によるものかどうかは、勝来。研究に侠つィき

ものと考える。

5 指j 要:

1) 画館港'(cついて底質と水質に重詰をおき、貝類。棲息環境僚件を調査研究した。

2) 函館港ο底資C粒度組成は泥が大部分なあるが、港ο中央より南の港奥にかけて貝殻破片、石炭

持などを多〈含んだ部分がある。然しとれらの部分に於ても泥分は 80%，を超えている。港の北

部及び北東部は特に泥が多くて 95%以上であるが、港口は泥分'が最もよかい。

3) 底質の有機炭素量は港奥南部が最も多〈、中央部に進むにつれて漸減し、港東部に少い部分がみ

られる。港北部の底質は有機物長多く含んでいるが、とれは汚水や小何川の排出注入によるもの

と考えられる。

4) 底質の全窒素1:は港央に多く、港南がとれについでいる。

5) 水質に於ては港内は大瞳3医に大別され、陸kより排出注入せられる都市汚水ゃ、 M7J(が停滞し

ている礎化部、及び港南部と、その中聞を深〈底置に差込んでいる中央部の外洋性水塊とが存在

するe

・6) 海水の酸素量及び佳酸塩量は共々に大韓海岸線に平行した分布曲錦を示し、燐酸塩は底層に於℃

は中央部に多いととろがあり、 5m屠では港南に最も多い部分があって、それが北方に張出し

ている。

7) 底質及び水質の以上の調査から、従来アサりの棲息遁地となっていたととろは粒度組成から見て

過し念くなったと思われる。叉港南部は港北部に比べて多量c腐植質をと含み、硫化水素も存在し、

貝類。棲息には遁しないものと判断される。

8) 従来アカガイの棲息していた部分は、本調布。範固では特に現境傑件が悪事きしたとは考えられた

いo 1.足って現在殆どとの貝の還しなくなった原因については将来の研究に侠つべきものである。
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